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【
平
成
25
年
度
新
収
蔵
作
品
紹
介
】

小こ

林ば
や
し

万ま
ん

吾ご

「
朽く

ち

葉ば

の
袖そ

で

」

　

描
か
れ
て
い
る
女
性
は
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
物
語

『
曽
我
物
語
』
に
登
場
す
る
、
兄
十
郎
の
恋
人
虎
御
前

で
す
。
十
郎
が
父
親
の
仇
討
に
向
か
う
た
め
、
彼
か

ら
受
け
取
っ
た
朽
葉
文
様
の
着
物
を
被
り
、
別
れ
る

場
面
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

好
み
、
そ
れ
が
彼
の
作
風
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
。
明

治
の
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
、
そ
の
後
、
自
ら

の
画
塾
同
舟
舎
を
開
設
し
ま
す
。
そ
こ
は
若
い
画
家

た
ち
が
美
術
学
校
へ
入
る
た
め
の
修
行
の
場
に
も
な

り
、
郡
山
市
ゆ
か
り
で
当
館
収
蔵
作
家
で
あ
る
鎌
田

正
蔵
や
土
橋
醇
、
佐
藤
昭
一
ら
も
そ
こ
で
学
び
、
晴

れ
て
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
た
の
で
し
た
。

（
当
館
学
芸
員　

菅
野
洋
人
）

　

作
者
の
小
林
万
吾
（
１
８
７
０
―
１
９
４
７
）
は

こ
の
作
品
を
、
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
第
１
回
文

展
に
「
物
思
い
」（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）

と
と
も
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

香
川
県
に
生
ま
れ
た
万
吾
は
、
原
田
直
次
郎
、
黒

田
清
輝
に
師
事
し
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
東
京

美
術
学
校
開
設
と
と
も
に
そ
の
西
洋
画
科
に
入
学
、

卒
業
後
は
同
校
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

外
光
表
現
を
追
求
し
な
が
ら
浪
漫
主
義
的
な
主
題
も
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ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー
写
真
展

パ
リ
・
ア
ル
プ
ス
・
幸
せ
な
時
間

会　
　

期　

６
月
15
日
（
日
）
ま
で

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
（
５
月
５
日
は
開
館
、
５
月
７
日
は
休
館
）

観
覧
料
　
一
般　
　
　
　
　

８
０
０
（
６
４
０
）
円

　
　
　
　
　

高
校
・
大
学
生　

５
０
０
（
４
０
０
）
円

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中

学
生
以
下
、
65
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

主　
　

催　

郡
山
市
立
美
術
館

後　
　

援　

在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

　
　
　
　
　

ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
日
本

協　
　

力　

ア
ト
リ
エ
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー

　
　
　
　
　

清
里
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　

エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
航
空

企
画
協
力　

コ
ン
タ
ク
ト

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
（
最
終
頁
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
講
演
会
「
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
と
植
物
画
の
歴
史
」

　
講
師
＝
大
場
秀
章
さ
ん

　
　
　
　（
理
学
博
士
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　
日
時
＝
8
月
17
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
＝
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
＝
７
月
12
日
（
土
）、
８
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
　

　
講
師
＝
当
館
学
芸
員

　
会
場
＝
企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

●
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
ハ
ー
ブ
で
楽
し
む
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
」

　
日
時
＝
８
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
講
師
＝
瀧
田 

勉
（
ハ
ー
ブ
研
究
家
）

　
会
場
＝
一
階
ロ
ビ
ー
（
無
料
）

●
美
術
講
座

　「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
」

　
日
時
＝
８
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

　
講
師
＝
当
館
学
芸
員

　
会
場
＝
講
義
室
（
無
料
）

●
映
画
会
　
※
い
ず
れ
も
開
場
は
30
分
前

　
会
場
＝
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

　
・『
ラ
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
の
咲
く
庭
で
』

　
　（
２
０
０
４
年
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ン
ス
脚
本
・
監
督
）

　
　
日
時
＝
７
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
・『
秘
密
の
花
園
』

　
　（
１
９
９
３
年
、
ア
ニ
エ
シ
ュ
カ
・
ホ
ラ
ン
ド
監
督
）

　
　
日
時
＝
７
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
・『
英
国
式
庭
園
殺
人
事
件
』

　
　（
１
９
８
２
年
、
ピ
ー
タ
ー
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
監
督
）

　
　
日
時
＝
８
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

会　　期　６月２８日（土）―８月２４日（日）
休 館 日　毎週月曜日（７月２１日（祝・月）
　　　　　は開館、翌日休館）
観 覧 料　一般	 １，０００（８００）円
　　　　　高校・大学生	 ５００（４００）円

※（　）内は２０名以上の団体料金。中学生以下、
６５歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方
は無料。

主　　催　郡山市立美術館
後　　援　ブリティッシュ・カウンシル
協　　力　日本航空
企画協力　ブレーントラスト

　

美
し
い
花
々
が
咲
き
誇
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
（
図
１
）。
彩
り
豊
か
な
庭

の
美
し
さ
を
競
い
、
時
に
は
そ
こ
で
、
ア
フ

タ
ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
を
楽
し
む
。
イ
ギ
リ
ス

人
の
庭
と
植
物
へ
の
愛
情
と
洗
練
さ
れ
た
趣

味
が
感
じ
ら
れ
る
光
景
で
す
。

　

今
日
、
庭
を
彩
る
い
か
に
も
イ
ギ
リ
ス
ら

し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
花
々
の
多
く
が
、
実

は
世
界
中
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
植
物
を
追
い

求
め
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
情
熱
は
、
科
学
的
発

見
や
経
済
的
価
値
な
ど
様
々
な
目
的
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
18
世
紀
か
ら
19
世
紀
に

か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
植
物
画
が
流

行
し
た
の
は
、
単
に
花
が
美
し
か
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、科
学
的
な
知
見
の
成
果
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
・
ソ
ー

ン
ト
ン
（
１
７
６
８
頃
―
１
８
３
７
）
が
編

集
し
た
『
フ
ロ
ー
ラ
の
神
殿
』
は
、
植
物
図

譜
の
至
宝
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
々
に

ふ
さ
わ
し
い
背
景
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
植
物
画
は
無
地
の
背
景
に

草
花
を
描
く
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
ゲ
ッ
ト
ウ
」（
図
２
）
は
、
花
の
真
紅
と

黄
と
白
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し

て
い
ま
す
。
花
を
た
く
さ
ん
つ
け
る
に
つ
れ
、

頭
を
垂
れ
る
よ
う
に
傾
い
て
い
く
様
子
が
、

し
た
た
る
玉
露
と
と
も
に
見
事
に
と
ら
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
に
は
、
世
界
屈
指
の
植
物
園
で
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
キ
ュ
ー
王
立
植

物
園
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
貴
重
な

植
物
画
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
自
然
や
植

物
を
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
と
す
る
優
れ
た
工
芸

品
、
さ
ら
に
植
物
に
魅
了
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
モ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
約
１
５
０
点

が
出
品
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
当
館
学
芸
員　

富
岡
進
一
）

　

フ
ラ
ン
ス
人
写
真
家
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー

（
１
９
１
２
―
１
９
９
４
）
の
写
真
の
大
き
な
魅

力
は
、
見
る
人
を
画
面
の
な
か
に
招
き
入
れ
る
よ

う
な
親
し
み
や
す
さ
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、
さ
り
げ
な
い
よ
う
な
一
瞬
に
意
表
を
突
か

れ
た
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
〈
偶
然
〉
に
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
っ
た
り
。
た
と
え
ば
「
芸
術
橋
の
上
の

フ
ォ
ッ
ク
ス
・
テ
リ
ア
」
で
は
、
セ
ー
ヌ
河
に
架

か
る
芸
術
橋
の
上
で
、
ド
ア
ノ
ー
が
茶
目
っ
気
あ

る
演
出
に
よ
っ
て
「
画
家
と
モ
デ
ル
」
の
様
子
を

撮
影
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ー
ト
姿
の
男
性
が
犬

を
連
れ
て
偶
然
通
り
か
か
り
、
カ
メ
ラ
に
収
め
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鎖
を
手
に
覗
き
見
す
る
よ

う
な
男
性
の
佇
ま
い
と
、
カ
メ
ラ
目
線
の
堂
々
と

し
た
犬
の
姿
が
な
ん
と
も
好
対
照
で
、
ド
ア
ノ
ー

の
あ
た
た
か
な
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
伝
わ
っ
て

く
る
一
点
で
す
。

　

ド
ア
ノ
ー
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
「
パ
リ
市

庁
舎
前
の
キ
ス
」
の
よ
う
に
、洗
練
さ
れ
た
イ
メ
ー

ジ
の
写
真
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ド
ア
ノ
ー
で

す
が
、
彼
が
最
も
大
切
に
し
て
い
た
の
は
、
愛
す

る
家
族
を
撮
影
す
る
こ
と
で
し
た
。「
ホ
テ
ル
・

ユ
ン
ブ
ロ
、
ラ
フ
レ
ー
、
冬
」
は
、
１
９
５
７
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
に
フ
ラ
ン
ス
南
東
に
位
置
す
る
ラ

フ
レ
ー
村
の
ホ
テ
ル
で
撮
影
さ
れ
た
、
家
族
の
記

念
写
真
と
も
い
え
る
一
枚
で
す
。
左
か
ら
二
番
目

が
妻
の
ピ
エ
レ
ッ
ト
、
中
央
に
は
娘
の
ア
ネ
ッ
ト

と
フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
、
親
戚
の
子
ど
も
た
ち
。
全
員

が
、
心
の
底
か
ら
満
ち
足
り
て
い
る
か
の
よ
う
に

大
き
く
口
を
開
け
て
笑
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

シ
ー
ヌ
の
娘
ク
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
さ
ん
は
こ
う
言

い
ま
す
。「
祖
父
ロ
ベ
ー
ル
は
、
家
族
を
撮
影
す

る
と
き
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
す
ば
ら
し
い
人
生
の

登
場
人
物
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
に
さ
せ
て
く
れ

た
の
で
す
。」

　

本
展
で
は
、
パ
リ
と
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
に
撮
影

さ
れ
た
ド
ア
ノ
ー
の
代
表
作
約
１
５
０
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
人
々
の
幸
せ
な
時
間
が
活
写
さ
れ

た
ド
ア
ノ
ー
の
世
界
を
ど
う
ぞ
お
た
の
し
み
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

 

（
当
館
学
芸
員　

永
山
多
貴
子
）

（図1）ガートルード・ジーキルがデザインした
ディーナリー・ガーデン

「ホテル・ユンブロ、ラフレー、冬」
1957年
©Atelier Robert Doisneau/Contact

「芸術橋の上のフォックス・テリア」
1953年

©Atelier Robert Doisneau/Contact 

（図２）　ピーター・ヘンダーソン
「ゲットウ」（Ｒ・Ｊ・ソーントン編
『フローラの神殿』より）
1801年、銅版・紙

会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト

●
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
体
験
！ 

手
作
り
カ
メ
ラ
で
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」

　
講
師
＝
増
谷 

寛
さ
ん
（
植
田
正
治
事
務
所
）

　
日
時
＝
5
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

　
会
場
＝
創
作
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

●
講
演
会
「
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ア
ノ
ー
の
世
界
」

　
講
師
＝
堀
江
敏
幸
さ
ん
（
作
家
、
仏
文
学
者
）

　
日
時
＝
６
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
＝
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
無
料
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
講
師
＝
当
館
学
芸
員

　
日
時
＝
６
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

　
会
場
＝
企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

郡山市制施行９０周年・合併５０年記念

イングリッシュ・ガーデン
　

キュー王立植物園所蔵

イングリッシュ・ガーデン
英国に集う花々
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森
本
レ
オ
さ
ん
や
ジ
ョ
ン
・
カ
ビ
ラ
さ
ん
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
お
な
じ
み
の
テ
レ
ビ
番
組
「
き
か
ん
し
ゃ

ト
ー
マ
ス
」。イ
ギ
リ
ス
本
国
で
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

元
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
さ
ん
が
担

当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
風
景
画

そ
の
ま
ま
を
背
景
に
し
た
よ
う
な
カ
ッ
ト
の
数
々
は
、

人
形
劇
か
ら
Ｃ
Ｇ
に
な
っ
た
今
で
も
そ
の
み
ず
み
ず

し
さ
を
失
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
、
イ
ギ

リ
ス
産
業
革
命
を
象
徴
す
る
蒸
気
機
関
車
が
主
人
公

の
「
ト
ー
マ
ス
」
は
、
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
な
ら
で
は

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
ト
・

会期　９月６日（土）―10月26日（日）
休 館 日　毎週月曜日（９月15日、10月13日は開館、各翌日休館）
観 覧 料　一般500（400）円　　高校・大学生300（240）円
　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金。中学生以下、65歳　
　　　　　以上の方、障がい者手帳をお持ちの方は無料。
主　　催　郡山市立美術館／読売新聞社／福島民友新聞社
　　　　　福島中央テレビ／美術館連絡協議会
企画制作　渋谷出版企画
協　　賛　ライオン／清水建設／大日本印刷
　　　　　損保ジャパン・日本興亜損保
協　　力　ヒット・エンタティンメント
　　　　　ソニー・クリエイティブプロダクツ
　　　　　ポプラ社／小学館

レジナルド・ダルビー「トーマスと車しょう」1949年
©2014 Gullane(Thomas)Limited.

美術館での出会い
安藤  真司（版画家）

　

大
学
受
験
の
た
め
に
新
宿
の
予
備
校
に

通
っ
て
い
た
頃
、
掲
示
板
に
貼
っ
て
あ
っ
た

一
枚
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。「
ホ
ル
ス
ト
・
ヤ
ン
セ
ン

展
」。
当
時
は
、
ま
だ
聞
い
た
事
が
な
い
作

家
で
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
り
、
鎌

倉
の
近
代
美
術
館
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
の
他
に
版
画
作
品
も
多
数

展
示
さ
れ
て
い
て
、
版
画
の
技
法
に
つ
い
て

の
知
識
が
な
か
っ
た
私
に
は
、
ど
う
し
て
こ

の
よ
う
に
描
け
る
の
か
疑
問
で
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
崩
れ
そ
う
な
太
い
線
、
消
え
入
り

そ
う
な
細
い
線
、滲
ん
だ
よ
う
な
危
う
い
線
、

そ
し
て
水
彩
画
の
よ
う
な
淡
い
調
子
。
ホ
ル

ス
ト
・
ヤ
ン
セ
ン
の
退
廃
的
な
画
風
に
ひ
か

れ
た
の
も
事
実
で
す
が
、
作
品
を
初
め
て
目

に
し
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て

几
帳
面
な
作
品
で
は
な
く
、
偶
然
に
つ
い
て

し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
キ
ズ
も
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
さ
え
も
が
作
品
の
魅
力
と
し
て
見

え
て
き
ま
し
た
。
紙
に
刷
ら
れ
、
プ
レ
ー
ト

マ
ー
ク
で
囲
ま
れ
た
四
角
い
小
さ
な
世
界

ワークショップ「銅版画講座」
平成26年３月１日（土）、２日（日）、９日（日）、16日（日）
講師　安藤真司さん（版画家）
会場　多目的スタジオ

に
、時
間
を
忘
れ
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
金
属
を
腐
蝕
す
る
エ
ッ
チ
ン
グ
と

ア
ク
ア
チ
ン
ト
の
技
法
で
あ
る
と
わ
か
っ
た

の
は
、
大
学
二
年
生
の
銅
版
画
の
講
義
で
し

た
。
油
絵
科
に
入
学
し
た
私
で
し
た
が
、
線

描
が
好
き
で
エ
ッ
チ
ン
グ
が
自
分
を
表
現
す

る
の
に
と
て
も
適
し
た
技
法
で
あ
る
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
銅
版
画
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

偶
然
、
目
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
き
っ
か
け

で
行
っ
た
美
術
館
が
、
私
の
銅
版
画
と
の
初

め
て
の
出
会
い
の
場
所
で
し
た
。
そ
の
後
、

影
響
を
受
け
た
作
家
は
何
人
か
い
ま
す
が
、

今
思
え
ば
私
を
銅
版
画
の
道
へ
と
導
い
て
く

れ
た
の
は
、
あ
の
美
術
館
で
の
展
覧
会
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
買
っ
た

ポ
ス
タ
ー
は
長
い
間
、
部
屋
に
貼
っ
て
あ
っ

た
の
で
色
あ
せ
て
し
ま
い
、
カ
タ
ロ
グ
は
幾

度
と
な
く
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
の
で
、
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

「テレビ撮影用車両模型」
©2014 Gullane(Thomas)Limited.

オ
ー
ド
リ
ー
牧
師
が
、
は
し
か
で
寝
込
む
息
子
に
、

元
気
な
機
関
車
た
ち
の
お
話
を
創
作
し
て
聞
か
せ
た

の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
の
お
話
は
、
何
度
も
話
し

て
い
く
う
ち
に
、
イ
ラ
ス
ト
も
加
わ
っ
て
次
第
に
ま

と
ま
っ
た
物
語
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

１
９
４
５
年
に
最
初
の
本
が
出
版
さ
れ
ま
す
。
物
語

の
面
白
さ
に
加
え
て
、
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ダ
ル
ビ
ー
の

不
透
明
水
彩
絵
具
に
よ
る
明
る
い
色
彩
で
描
か
れ
た

絵
本
は
、
た
ち
ま
ち
イ
ギ
リ
ス
の
子
供
た
ち
の
人
気

に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
舞
台
と
な
る
ソ
ド
ー
島
と

い
う
架
空
の
島
が
設
定
さ
れ
、
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
絵
本
は
、
ダ
ル
ビ
ー
を

含
ん
だ
３
組
４
人
の
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
原
画
が
描

き
継
が
れ
、
現
在
も
世
界
各
国
で
出
版
し
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
初
の
日
本
語
版
は
１
９
７
３
年
に
出

版
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
絵
本
原
画
を
中
心
に
、
テ
レ
ビ

シ
リ
ー
ズ
の
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
機
関
車
の
モ
デ
ル

車
両
な
ど
も
展
示
し
て
、「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
と

な
か
ま
た
ち
」
の
世
界
を
紹
介
す
る
構
成
に
な
っ
て

い
ま
す
。
絵
本
原
画
約
３
４
０
点
と
資
料
等
で
そ
の

魅
力
を
探
り
ま
す
。　
　
　
（
当
館
学
芸
員　

菅
野
洋
人
）

きかんしゃトーマスとなかまたち

受講生たちと合評会をする安藤さん（右から３人め）

指導中の安藤さん（左から３人め）

絵本原画展
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第１回　「色の命、命の色」
講師：志村ふくみさん（染織家・人間国宝）
　　　志村洋子さん（染織家）
日時：５月24日（土）午後２時から
会場：多目的スタジオ（申込は締め切りました）

第２回　「想像する力　チンパンジーが教えてくれた人間の心」
講師：松沢哲郎さん（京都大学霊長類研究所教授）
日時：７月26日（土）午後２時から
会場：多目的スタジオ
申込方法：７月12日（土）（必着）までに①住所、②氏名、③
電話番号、④参加人数（２人まで）、⑤参加者の年齢と性別
を記入し、ハガキまたはファックス、Eメール（bijutsukan@
city.koriyama.fukushima.jp）で、件名は「アート・テーク応募」
宛へ。※応募者多数の場合は抽選。

第３回「知のかたち―大学博物館編③東北大学」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：９月27日（土）午後２時から
会場：講義室（ご自由にご参加ください。）

Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ

第
13
回
風
土
記
の
丘
の
美
術
展

郡
山
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
展
覧
会

会
期
／
７
月
21
日（
月
・
祝
）〜
８
月
24
日（
日
）

主
催
／
郡
山
市
立
美
術
館
・
郡
山
市
小
学
校
造
形
教
育
研
究
会

会
場
／
展
示
ロ
ビ
ー

　

市
内
を
５
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
週
替
わ
り
で
展
示
し
ま
す
。
展

覧
会
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
１
期　

７
月
21
日（
月
・
祝
）～
27
日（
日
）

安
積
第
一
、
安
積
第
二
、
安
積
第
三
、
永
盛
、
守
山
、
御
代
田
、

高
瀬
、
谷
田
川
、
田
母
神
、
栃
山
神
、
橘
、
小
原
田
、
桜

第
２
期　

７
月
29
日（
火
）～
８
月
３
日（
日
）

日
和
田
、
高
倉
、
行
健
、
行
健
第
二
、
明
健
、
小
泉
、
行
徳
、
富
田
、

富
田
東
、
高
野
、
鬼
生
田
、
三
町
目
、
大
田
、
根
木
屋

第
３
期　

８
月
５
日（
火
）～
10
日（
日
）

柴
宮
、
穂
積
、
三
和
、
多
田
野
、
多
田
野
堀
口
分
校
、
河
内
、
開
成
、

薫
、
大
槻
、
大
成
、
朝
日
が
丘
、
ザ
べ
リ
オ
学
園

第
４
期　

８
月
12
日（
火
）～
17
日（
日
）

金
透
、
芳
山
、
芳
賀
、
桃
見
台
、
赤
木
、
白
岩
、
東
芳
、
大
島
、

緑
ヶ
丘
第
一
、
宮
城
、
海
老
根
、
御
舘
、
御
舘
下
枝
分
校

第
５
期　

８
月
19
日（
火
）～
24
日（
日
）

片
平
、
喜
久
田
、
熱
海
、
熱
海
石
筵
分
校
、
安
子
島
、
上
伊
豆
島
、

湖
南
、
富
田
西
、
桑
野
、
小
山
田

【
夏
休
み
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

第
９
回
風
土
記
の
丘
発

図
工
＆
美
術
の
時
間
へ
よ
う
こ
そ
！

　

小
中
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
、
図
工
と

美
術
の
授
業
を
体
験
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
８
月
２
日（
土
）

　
　
　

午
前
の
部　

11
時
～
正
午

　
　
　

午
後
の
部　

２
時
～
３
時

講
師
／
郡
山
市
内
の
小
中
学
校
の
先
生

会
場
／
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
な
ど

定
員
／
各
コ
ー
ナ
ー
と
も

　
　
　

先
着
15
名
程
度
。

　
　
　

※
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

ティータイムの定番・ケーキセット。
ふんわり・しっとり焼き上げたシフォンケーキ（写真）やベリーの
果実を練りこんだガトーショコラ、モカのチーズケーキなど日に
より内容が替わるので毎回楽しめます。
セットのお飲み物は種類豊富なドリンクメニューからお好きなも
のをお選び頂けます。
（ケーキ単品420円・ケーキセット800円）

営業時間  11：00 〜 17：00　電話  024-942-2250

T O P I C S

美術館のカフェ　
j u j u  1 3 0  c a f e
（ジュジュ　イチサンマル　カフェ）

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666  福 島 県 郡 山 市 安 原 町 字 大 谷 地130-2
電話 024-956-2200　ファックス 024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

平成26年度〈アート・テーク〉
３年目を迎えた＜アート・テーク＞。文字通り「アートを捉
える」、さらに「アートから捉える」ことを目的とした年６
回の文化講座です。いずれも無料です。

昨
年
の
「
風
土
記
の
丘
発　

図

工
＆
美
術
の
時
間
へ
よ
う
こ

そ
！　

パ
ー
ト
Ⅷ
」
会
場

●
参
加
者
募
集
●

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

「
美
し
き
チ
ェ
ロ
の
調
べ

 

サ
マ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
に
寄
せ
て
」

出
演
＝
横
坂　

源
さ
ん（
チ
ェ
リ
ス
ト
）他

日
時
＝
７
月
13
日（
日
）午
後
６
時
半
か
ら

会
場
＝
階
段
ホ
ー
ル

定
員
＝
180
名

申
込
方
法
＝
６
月
28
日（
土
）（
必
着
）ま
で

に
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、
④

参
加
人
数（
２
人
ま
で
）、
⑤
参
加
者
の
年

齢
と
性
別
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル（bijutsukan@

松沢哲郎さん チンパンジーのアイちゃん
写真提供：京都大学霊長類研究所

city.koriyam
a.fukushim

a.jp

）
で
、

件
名
は「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

応
募
」宛
へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
た
の
し
む
」

講
師
＝
菊
地
裕
美
さ
ん

　
　
　
（
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
森
の
風
）

日
時
＝
７
月
５
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
創
作
ス
タ
ジ
オ
等

定
員
＝
15
名

電
話
申
込
＝
締
切
６
月
29
日（
日
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
命
を
染
め
る 

―
桜
―
」

講
師
＝
佐
治
ゆ
か
り（
当
館
館
長
）

日
時
＝
８
月
９
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
創
作
ス
タ
ジ
オ

定
員
＝
15
名　

材
料
費
＝
３
，０
０
０
円

電
話
申
込
＝
締
切
７
月
21
日（
月
・
祝
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。

横坂　源さん
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私のお気に入り、ベスト展
10

―みなさんの投票で、展示作品が選ばれます―

郡山市立美術館で、投票用紙に以下の当館所蔵近代作品100点の中からお好きな作品を３点
選び、投票箱に投票してください。おひとりさま１回、７月６日（日）まで。結果は７月16日（水）
から10月19日（日）までの常設展示にて発表します。さて、あなたのお気に入りは？
７月13日（日）までの常設展示室
展示室１●人物を描く　展示室２●日本油彩画の魅力　展示室３●スウィンギン・ロンドン　展示室４●版画の雑誌の世界／ドレッサーと日本の美術
※７月15日（火）は、展示替えのため常設展示室はご覧になれません。

講演会「幕末・明治のおもしろ写真」
講師：石黒敬章さん
　　　（ゆうもあくらぶ事務局長、
　　　　日本写真芸術学会評議員）
平成25年11月２日（土）
会場：多目的スタジオ

「夜明けまえ　知られざる
日本写真開拓史　北海道・
東北編」にちなみ、幕末・
明治の写真コレクターと
しても知られる石黒さん
に、古写真の迷信やモデ
ルにまつわる話などを、
軽妙な語り口でご披露い
ただきました。

ワークショップ「古典写真講座」
講師：三井圭司さん（東京都写真美術館学芸員）
　　　高島圭史さん（写真家）
平成25年11月24日（日）
会場：創作スタジオ

公開ワークショップ
「磐梯山噴火と写真」
講師：佐藤公さん（磐梯山噴火記念館副館長）
平成25年12月１日（日）
会場：多目的スタジオ

「夜明けまえ　知られざ
る日本写真開拓史　北海
道・東北編」出品作の大
部分の写真は、和紙に卵
白を塗った鶏卵紙にプリ
ントしたものでした。こ
こでは、受講者自らが持
ってきた写真を鶏卵紙に
焼き付けました。

「夜明けまえ　知られざる日
本写真開拓史　北海道・東北
編」には、1888（明治21）
年の磐梯山噴火についての写
真も出品されました。そこで、
磐梯山の立体模型を使った実
験で、土砂の流れ方を見なが
ら、撮影された位置や状況を
考察しました。

「第６回風土記の空」
平成25年11月12日（火）～12月15日（日）
会場：展示ロビー
郡山市内の中学校美術部・選択美術による作品展で、生徒自らが
額装・展示をしました。
参加校／日和田中学校、片平中学校、郡山第四中学校、郡山第五
中学校、郡山第七中学校、緑ヶ丘中学校、小原田中学校（計７校）

講演会
「フランスとオランダの共鳴が生んだ
ハーグ派：ゴッホの原点」
講師：古谷可由さん（ひろしま美術館学芸部長）
平成26年２月23日（日）
会場：多目的スタジオ
「オランダ・ハーグ派展」
にちなみ、展覧会監修者で
もあった講師とともに、ハ
ーグ派に見られるフランス
のバルビゾン派からの影響
を探っていきました。さら
に、ゴッホがハーグ派とバ
ルビゾン派から多くを学ん
だこともよくわかる講演に
なりました。

ワークショップ
「出発進行！　窓ごしにみえる風景」
講師：藤田百合さん（女子美術大学講師）
　　　藁谷祐子さん（女子美術大学講師）
平成26年３月22日（土）、23日（日）
会場：多目的スタジオ
大きな布を列車に見立てて、列車の窓から見える風景を想像
して描きました。できあがった作品は、ロビーに展示しました。

ワークショップ
「はじめてのテンペラ画講座」
講師：鴻崎正武さん
　　　（画家、東北芸術工科大学准教授）
平成25年10月19日（土）、20日（日）
会場：創作スタジオ
ヨーロッパの古典的な絵
画技法であるテンペラ画
を、基礎的な技法をもと
に、金箔などを用いて制
作しました。

模型で解説する佐藤さん
プリントするネガについて解説す
る三井さん（右）と高島さん（左）実際に描いてみせる鴻崎さん 中学生たちによる展示風景

平成25年度第６回アート・テーク
「ものが語る、ものを語る　小泉八雲の怪談（朗読）」
特別講師：佐野史郎さん（俳優）
日時：平成26年３月15日（土）
会場：多目的スタジオ

小泉八雲ゆかりの島根県松江市出
身の佐野史郎さんは、八雲の作品
をたびたび朗読していることでも
知られています。今回は、佐治ゆ
かり当館館長との八雲に関する対
談を交えながら、『露のひとしず
く』、『若返りの泉』、『耳なし芳一』
を朗読していただきました。

ワークショップ
「一眼レフカメラ分解講座」
講師：井口芳夫さん（日本カメラ博物館学芸員）
平成25年12月15日（日）
会場：多目的スタジオ

「夜明けまえ　知られざ
る日本写真開拓史　北海
道・東北編」にちなみ、
国産一眼レフカメラを受
講者ひとりひとりが分解
しました。カメラの歴史、
一眼レフの解説も含め、
その構造自体を直に知る
ことができる貴重なワー
クショップでした。

分解方法を指導する井口さん
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4

ウィリアム・ブレイク
「ダンテの『神曲』の
ための連作」から

2

棟方志功
「愛染菩薩図（「雨
ニモ負ケズ」四韻）」

94

牧野義雄
「日本大使館から見たロン
ドン爆撃」

82

亀井竹二郎
「石版『懐古東海道五十三
駅真景』油彩原画」から

44

サー・フランク・
ブランギン

「ヴェニス・運河」

3

トマス・ローランドソン
「ヘント付近、ローエ
ン駅に着く馬車」

23 J・M・W・ターナー
「カンバーランド州の
コールダー・ブリッジ」

25 ジョン・ヴァーレー・
ジュニア

「宮島の街並」

26 リチャード・ウィル
ソン

「キケロの別荘」

29 チャールズ・ワー
グマン

「西洋紳士スケッチの図」

30

バーナード・
リーチ

「きこり」

16 ジョン・マーティン
「フレッシュウォー
ター・ベイ」

17 アルフレッド・ウィリアム・
パーソンズ

　「箱根の秋」

20

アレクサンダー・
カズンズ

「川岸に神殿のある風景」

6 ジョン・ロバート・
カズンズ

「サヴォワ地方、サラン
シュ附近のアルプス渓谷」

7 ジョン・クローム
「へレスドンの眺め」
8

ジョン・コンスタブル
「デダムの谷」
5

トマス・ガーティン
「エクセター大聖堂」
12

正宗得三郎
「東京の郊外」
83 真野紀太郎

「ウェリントン植物園」
84 間部時雄

「洛北の秋」
85 丸樹長三郎

「おろかなりし歴史」
86 丸山晩霞

「少女のいる風景、春」
87

満谷国四郎
「冬」
91 南 薫造

「印度アグラの聖地」
92 横井弘三

「料治朝鳴氏の家族」
97 吉井 忠

「敗れたる風景」
98 和田英作

「上総風景」
100

野崎華年
「富士」
73 百武兼行

「風車のある風景」
77 広瀬孝次

「田園景色」
78 藤島武二

「「耕到天」習作」
79芳賀忠行

「虚構の風景―城」
74

高橋由一
「風景（鳥海山）」
61 高村真夫

「風景」
62 武内鶴之助

「英国南部ミル牧場」
63 中川一政

「冬の郊外（葱畑）」
66 中川八郎

「秋郊」
68 中西利雄

「ヴァンスの雪」
70

古賀春江
「蝸牛のいる田舎」
52

五姓田芳柳
「風俗図屏風」
53

斎藤 清
「珊瑚」
55 佐藤潤四郎

「オブジェ・羊車」
57 高木背水

「英国帝室植物園」
59

高橋勝蔵
「桃と葡萄」
60

梶田半古
「蝶」
42 北村四海

「井冰鹿の娘」
47 栗原忠二

「ヴェニス風景」
49 黒沢吉蔵

「ガスタンクのある風景」
50

五百城文哉
「日光」
34 石川欽一郎

「牛荘（Newchowang）」
36

伊藤快彦
「夏の静物」
38

大下藤次郎
「赤城駒ケ岳の紅葉」
39

荻生天泉
「行成卿」
40

浅井 忠
「収穫」
32

ポール・サンドビー
「ウォーリック城シーザー塔」

24

ベン・ニコルソン
「ワン・イン・ワン」
19

サー・アルフレッド・
イースト

「村の茶店、箱根」

10

牧野虎雄
「郊外の春」
81
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